
東京都公立大学法人の第四期中期目標（令和５～10年度）の変更について

①世界で活躍する人材の育成に向けた
国際化の推進

○共創学部の開設により、世界を舞台に活躍するグ
ローバル人材を育成
・文理の枠にとらわれない英語のみで学ぶ教育課程を編成
・リベラルアーツを含む幅広い教養科目を提供

○英語学位プログラムを既存学科に導入し、全学的な
国際化を推進

○多様な国や地域の学生が互いに切磋琢磨できる共修
環境を整備
・多様な地域からの留学生の受け入れを推進
・新学部等の教育研究活動や留学生と日本人学生の多
様な交流を行う場として施設を整備

②世界トップレベルの大学を目指した
研究力の向上

○戦略的な研究力強化の推進

・将来的な大学の強みを見据えた戦略的な研究
力強化の推進
・研究時間の確保や研究サポート体制の充実等

により、高い研究成果を継続的に創出できる環境
を整備
・新しい知を創造する博士人材の挑戦を支
える経済支援等を充実

③社会の要請に応える人材の育
成・確保に向けた高大連携の強化

○都立高校をはじめとする高校との高
大連携活動を推進し、社会に求められ
る資質・能力を持つ人材を育成支援・
確保

・都立大学と都立高校間で理系人材等
の育成・確保を見据えた探究活動等の
充実により、双方の教育の質と魅力を
向上

今後重点的に推進する取組

背景・課題

○持続可能な都市の実現や地球規模の課題解決に貢献する高度な人材の輩出

○大学の強みとなる教育・研究の確立

○理系人材の育成や文理の枠にとらわれない教育など社会の要請に応える

人材の育成

○気候変動危機の深刻化や国際情勢の変化

○少子高齢化の加速化

○AIの飛躍的進化をはじめとした技術革新の急速な進展
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上記の課題を踏まえ、以下の方向性で取組を進める。

人材の育成・確

都立高校をはじめとする高校との高大連
し、社会に求められる資質・

東京都立大学の共創学部の設置に伴う変更に加えて、今後重点的に取り組んでいく国際化の推進、研究力の向上及び高大連携

の強化に向けた取組について追加

今後の対応：中期目標変更案について、分科会及び法人の意見聴取、評価委員会の意見聴取を踏まえ、議会の議決
議会の議決⇒都が法人へ指示（10月）⇒中期目標の変更を踏まえ、公立大学法人が中期計画の変更認可を申請⇒都が認可
（3月頃

○ 中期目標変更案について、評価委員会（分科会）・法人からの意見聴取（７月）を経て、議会で議決の上、法人に指示（10月頃）
○ 法人が目標達成のための中期計画変更案を作成・申請し、分科会の意見聴取を経て、都が認可（今年度中）



①世界で活躍する人材の育成に向けた
国際化の推進

■英語で学位が取得可能なプログラムT-
GLIPsの導入（令和9年度）と国際系新学部
であるGLIDe（共創学部）の開設（令和10年
度）に向けた教員採用や国内外への広報、教
員・学生の受入環境整備などを契機に、全学
的な国際化を推進

■受入留学生のさらなる増加を目指し、理学
部生命科学科の秋入学をはじめとした留学生
向けの教育課程や経済支援制度についても多
様な国、地域に向け周知

■学生の海外留学を促進するため、派遣する
地域や期間に応じた様々な経済支援及び留学
意欲向上策を実施

②世界トップレベルの大学を目指した研究
力の向上

■研究・人事に関する戦略を機動的に展開するた
めの全学的な体制整備、優秀な教員を獲得するた
めの人事制度への転換、研究成果を生み出す環境
の整備により研究力を強化
・副学長等をトップとする８つの戦略企画会議の
設置
・部局で将来構想委員会を設置
・業務の総点検に基づく研究時間の確保

■より多くの優秀な人材が博士後期課程へ進学し、
社会へ飛躍できるよう、博士後期課程の学生を対
象とした「みやこMIRAIプロジェクト」等を通じ、
経済支援及びキャリアパス等支援を拡充

■「知のみやこプロジェクト」等により各分野の
優秀な若手研究者を戦略的に採用

■科研費や外部資金の獲得金額を増加させるため、
URAの活用による組織的な研究支援を実施

■世界水準の基礎研究力の更なる強化・深化を図
るため、新たなトップ研究者の招へいに向けた調
整を進め、研究環境整備等を実施

③社会の要請に応える人材の育成・確
保に向けた高大連携の強化

■都教育委員会と連携した高校生向けのイ
ベントを継続して実施
・都立高校生のための先端研究フォーラム、
東京都立大学集中ゼミ、高校生探究ゼミの
開催

■学内模擬授業や探究学習の支援等の高大
連携活動により、高校生に都立大での学び
の魅力を知ってもらい、志願者の確保につ
なげる。
・高大連携室による大学見学講座や出張講
義等の実施
・高校生の探究学習の発表の場として探究
学習合同発表会を実施
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東京都公立大学法人の第四期中期目標（令和５～10年度）の変更について
取組内容：令和８年度法人事業計画等より

事業計画概要・本来から抜粋

【参考】



変更案 現行

①国際化

（都立大）２ 教育に関する目標
○ 総合大学としての特長や社会動向を踏まえて学部・大学院の各課程に

おける教育を充実させ、豊かな教養、高度な専門性に加え、社会の変
化に柔軟に適応できる能力を備えた人材を育成する。

○ 国際通用性の高い教育を展開するとともに、学生の海外派遣、留学生
の受入れの促進や、等を通じて、多彩な経験を積む機会・環境を広く
提供し、多様な国や地域の学生が互いに切磋琢磨できる共修環境の整
備を通じて、国際社会で活躍できる人材を育成する。

（都立大）２ 教育に関する目標
○ 総合大学としての特長や社会動向を踏まえて学部・大学院の各課

程における教育を充実させ、豊かな教養、高度な専門性に加え、
社会の変化に柔軟に適応できる能力を備えた人材を育成する。

○ 国際通用性の高い教育を展開するとともに、学生の海外派遣、留
学生の受入れの促進等を通じて、多彩な経験を積む機会・環境を
広く提供し、国際社会で活躍できる人材を育成する。

（法人）１ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
○ 国際化の推進等も見据えた各キャンパスの施設設備の計画的な更新・

整備及び効果的な運用を通じて、学生や教職員の学修、教育研究等の
環境を改善する。

（法人）１ 業務運営の改善及び効率化に関する目標
○ 各キャンパスの施設設備の計画的な更新・整備及び効果的な運用

を通じて、学生や教職員の学修、教育研究等の環境を改善する。

②研究力強化

（都立大）３ 研究に関する目標
○ 幅広い学術領域において基礎研究を深化・発展させるとともに、社会

課題の解決に資する研究を推進する。
○ また、将来を見据えて大学の強みを伸ばせるようし、戦略的に都立

の大学ならではの研究の充実強化を図りるとともに、世界的な研究拠
点の形成につなげる。

○ 組織的な研究支援体制の下、外部資金の獲得拡大や研究活動の活性化
を支援する。

○ 様々なバックグラウンドを有する構成員が安心して高度な研究に取り
組み、新たな知を生み出すことができるよう、研究環境を整備する。

（都立大）３ 研究に関する目標
○ 幅広い学術領域において基礎研究を深化・発展させるとともに、

社会課題の解決に資する研究を推進する。また、大学の強みを伸
ばし、都立の大学ならではの研究の充実を図るとともに、世界的
な研究拠点の形成につなげる。

○ 組織的な研究支援体制の下、外部資金の獲得拡大や研究活動の活
性化を支援する。

○ 様々なバックグラウンドを有する構成員が安心して高度な研究に
取り組み、新たな知を生み出すことができるよう、研究環境を整
備する。

東京都公立大学法人の第四期中期目標（令和５～10年度）の変更について



東京都公立大学法人の中期目標の変更について

変更案 現行

③高大連携

（都立大）２ 教育に関する目標
○ 大学が求める人材像や大学の特長・魅力を広く社会に発信するとと

もにしつつ、志願者の資質を多角的に評価する入学者選抜を展開す
るとともに、都立高校をはじめとする高校との連携を深め、社会に
求められる資質・能力を持つ人材の育成を支援し、志の高い多様な
学生を確保する。

（都立大）２ 教育に関する目標
○ 大学が求める人材像や大学の特長・魅力を広く社会に発信するとと

もに、志願者の資質を多角的に評価する入学者選抜を展開し、志の
高い多様な学生を確保する。

④共創学部設置

【別表】
１ 東京都立大学

【別表】
１ 東京都立大学

社会・産業構造の大きな変化が見込まれる中、成長分野における即戦力となる
人材の育成を行う高専への期待が高まっている状況を踏まえ、育成する人材像
や学校の特長・魅力を戦略的に発信するとともに、多様な入学者選抜を展開し、 
高い意欲を有する学生の掘り起こしを進めるとともに、優秀な学生を確保する。
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学部

人文社会学部
法学部
経済経営学部
理学部
都市環境学部
システムデザイン学部
健康福祉学部

学部

人文社会学部
法学部
経済経営学部
理学部
都市環境学部
システムデザイン学部
健康福祉学部
共創学部（令和10年度設置予定）
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